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中容 PABXクロスバ自動交換機の標準化
A X 3 形ク ロ スバ交換機

Standardization of Medium-Sized Crossbar P.A.B.X.

Type AX3Crossbar Private Automatic Branch Exchange

内 容 梗 概

クロスバ交換方式による中容量私設構内交換機の標準化を性能安定,原価低減,納期短

て行い,AX3形クロスバ交換機を完成したのでその概要を紹介する｡

大 野
T6ru Ono

などを目的とし

本文においては本交換機の概象 フレーム構成,接続動作,付加可能な付帯機能などについて主として述

べている｡

1.緒 R

わが｢利こおける最近の経営道代化,事務能率向上化の一般的傾向

企ま のいわば神経部分ともいうべき通†言設附こ対する要求

にもはっきりと表われて釆ており,通信設備のうち柄l勺交換設備に

ついては手動式に対する自動式の比率の向卜,設備僻遠の増大,各

種の付帯サービス機能の付加,事後保甘から一予防保守への移向など

が要求されている｡

またクロスバ交換機は従来その増設容量が比較的狭く,たとえば

中容量の機種では100～500回線,500～1,000卜jl線,1,000～2,000

回線のように適用範囲の異なる数種

作所ではこの観念を打破して少数の

要求を 足するため,1機種で

の機種を必要とLた｡口立製

化された機優により上述の

済的に100～2,000凹線の範囲をカ

バーするような十分の増設容量をもつ

井銀行本店(実

機種を開発し,株式会社三

600回線),株式会社東海銀行本店( 袈1,400阿

線),三井生命保険相互会社本社(実装1,200回線)をはじめとして10

数筒所(総計数千回線)の顧客の交換設備を受注し,一部ほすでに

l ある｡

2.本交換機の概要および特長

2.1概 要

本交換機は一般民需用とLて最も要求の多い100回線ないし2,000

回線の範囲を経済的にカバーし,かつ付帯的に要求される機能をも

満足するように 準化を行ったものであり,その概要を以下に示す｡

(1)交換方式

3段接続全共通制御方式であって,マーカは最大4マーカまで

の並列運転方式である｡

(2)適用範開

ライン回路の最終容量2,000端子,総呼量12,000HCSまで(･こ適

用することができ,出線最大容量は560端子である｡

ライソ回路ほのちにフレーム構成について述べているように初

期は100回線単位に,のちには200回線一里位に増設可能である｡

(3)番号計画

番号計画は次に示すとおりであって,内線番号は増設途上ミ･こお

いて3数字より4数字に容易に切替可能である｡

内線番号

局線発信

扱者呼出

私設線発信

特殊番-ぢ･

3数字または4数′ナ:(第1数字によF)識別)

1数字たとえば′′0〟

1数字たとえば′′9〟

1数字たとえば′′8〃

3数〔ナ:′′11Ⅹ〟
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(4)所属電話局の方式および局線中継台

木交換機の所属電話局の方式は1′l動式,共電式,磁石

徹*

のいず

れでもよく,また局線･吊腕自は有ひも式または無ひも式のいずれ

でも採用できる｡

(5)刀路数

木交換機にほ最大15までの方路を収容できる｡

〔6)内線電話機の種別

一月線電話機は発信に際してほ5【_仕1線を1群として下記のサービ

スクラスを与えることができる｡

(a)局線発信可能

(b).局線発信可能ただし市外発信不能

(c)局線発信不能

着信に際して局線接続と非接続の識別は100回線を一丁~il位として

可能であるが,ナソノミーグループを付加することにより1回線ご

との識別も可能となる｡ナンバーグループを設けた場

に述べるように代表番号機能を付与できる｡

(7)代 番一号機能

ナンバ∴一グループを付加することにより代

ことができる｡

標準は5卜り線代

には次項

称号機能を与える

60群までであるが,任意の5回線代表2群を

併合して10い-一線代表とすることが可能であF),また10Fl線以上

の大代表も可能である｡

(8ノ)テナント機能

本交換機を複数の企 る場合に局線通話に関して発信

の際の料金配分,および着信に際してどの企 への着信であるか

を識別するために,局線トランク,局線中継台のみは各企業別に

設けたほうが好都合である場合が多い｡このような要求に対処す

るため本交換様では内線電話機100回線ごとにテナント郡に分け

ることか可能であり,このようなテナント機能を付与した場令に

は局線発信,および中継台扱二押隼H吊こ際しては自テナント群に属

するトランクのみを捕捉する｡

(9~)試験機能

集中試験装配架より交換機の各偶感装札 線路および内線電話

機の試験が叶能である｡

(10〕障害記録

交換検ぶよび帥成する内線線路の異常,および障告に際しては

障害記腰装掛こよりその状態が記録される｡

(11)付帯機能

本交換機にほ後述するような各種の付楷機能を付すことができ

る｡

(12)実装



中 容 PABX ク ロ ス 自 動 交 換 機 の 標 1027

本交換機の架は階高の低い最近のビルi･こも適用しう

るように,標準クロスノミ架のうち最も架高の低い2,327

mmのものを採用しているので,有効階高(抹面より

はり下までの高さ)が約2,8001nmまで設匠できる｡

2.2 特 長

(1)概要説明に述べたように増設容量をはじめと

して,機能の面においても広範な適用範閃を有す

る｡

(2)従来困難祝されていたライソ継電器のワイヤ

スプリング化をはじめ,クロスバ用機器せ徹底的に

使用しているので保守調整が非常に軽械され,長寿

命で安定なサービスを提供しうる｡

(3)障害記録装匠の設掛こより大きな障害の原因

となるものが未然に発見され,予防操守を行うこと

ができる｡
L一扉｢｢射たま り各構成装Fl【7こおよび

線路の試験が可能であるので,日常試験業務が能率

化される〕

(4〕低架高の架の採用,小形許描lの採札 実裳方

法の改良などにより機器実装のリミットデザインを

行い,また共通制御方式により墓笠置を高能率で使用

しているため所要床面積が小さい｡

〔5二)各種の付帯機能を比較的容射こ付与しうる｡

3.中継方式およびフレーム構成

3.1中 継 方 式

AX3形クロスバ交換機の基本的な中継方式は舞】

～5図に示すとおりである｡

弟1図は基 中継方式図であって構内専用交換機と

して使用され,なんら付帯装置を設けない場合の中継

方式を示す｡固より明らかなようiこ入線側にl勺繰回路

を収容し,出線側に各種トランク類を収容した3段接

続構成の主フレームを1種類のマーカで制御する仝共

通制御方式を採用している｡

弟2図は有ひも式局線中 を付加してPBXとし

て使用する場合の中継方式を示し,第】図に比べて図

中の点線内の部分が付加されている｡

第3図および第4図は無ひも式局線小継台を付加し

てPBXとして使用する場合のしl-t継方式を示し,舞】

図に比べて国中の点線内の部分が付加されている｡ま

た策3図は局線回路と中継台の接続回路とが相互に対

応しているいわゆる直結式巾継方式を示Lており,舞

4図ほそれらのがリソクを介して自由な組合せで接続

されるいわゆる索線式の巾 方式を示す｡直結式ほJて_】ユ

継台が1台であって,局線が10以下の場合にのみ適

用される｡

策5図はトールダイヤルを行う私設中継線を付加す

る場合の中継方式を示し,弟l図に比べて図中の点線

内の部分が付加されている｡

なお弟l表にこれらの中継方式図の記号名称対照表

を付す｡

3.2 フレーム構成
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本交換機の主フレームは第る図に示すような3段接続リンク方式

であって,その基本フレームを2佃併合して1フレームとすること

ができる特長キイJしている‥基本プレ【ムは1フレーム＼丁目ライ

ン回路ln()おエびトランク帥む収容でき,け摺汀桐組数か亮11∴=､

の場合はこの基本フレーームキライン回路1()()ごとミ･こ設mすむ1所要
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雛31宝Ⅰ無ひ も 式標準中継方式図(直結式)
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に出線数が80をこえる場合は基本フレームを2個併合し弟7図のよ

うなフレームに変換する｡このフレーム変換は2次スイッチにおい

て1次リソクを川下に視式接続することにより行われる｡弟8図は

フレーム変換の共佃′l勺方法を示しており,小容昆フレームの2次格

子ほ1∩Ⅴ×10Hx6Wのクロス/ミスイッチおよび水平路切絆継`電器
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第4凶 触ひ も 式標準 中:継∴方 式図(索献式)
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第5図 私設 中継線標準 中 継方式図

第1表 中緋方式図の記号名称対照表

ATT

BWT

CDF

CMPT

CONN

DNT

EXT

ICT

IOT

IR

IRL

IRMC

Llこ

LFC

LMC

LTR

M

MDF

中継台

両方向トランク

熊倉配線盤

障害受付トランク

接続回路

空番号トランク

内線電話概

入トランク

内線相互トランク

入レジスタ

入レジスタリンク

入レジスタマーカコネクタ

ラインフレーム

ライソフレームコネクク

ラインマーカコネクタ

試験レジスタ

て←力

水配緑塵

MTF

NG

NGC

OGT

OPCT

OR

ORMC

OS

OSL

PL

PR

PRMC

TB

TBC

TDF

TRR

TSTT

集中試験装置

ナソ′し-グループ

ナンバーグループコネクタ

出トランク

扱者呼甘いランク

発信レジスタ

発信レジスタマ】カコネクタ

拍セソダ

Ⅲセソダリンク

ポジションリンク

ポジシ′∃こ/レジスタ

ポジショこ/レジスタマーカ

コネクタ

トランクブロック

トラソクブロックコネクタ

トランク配縦盤

障`〃記録基置

試験トランク

第43巻 第8号

よりなり,小量フレームとして使用される場合にはそ

の交差点のうちの3メークおよび切替継容電器ほ使用

されていない｡これを人容量フレームに変換するには

2個の小容量フレームを第8図のように複式にする｡

すなわち一方の小容量フレームの水平路を他の小容量

フレームの対応する水平路の使用されていない3メー

ク(･こ複式をとることにより,10VxlOHx3Vの格子

を20Vx20Hx3Wの格子に変換し,他の小容量格子

への接続社長は水平路切替継電器を動作させることに

より行う(1)｡

なお所要出株数が160をさらにこえる場合iこは増設

3次スイッチを設け出線を200回線単位で増加でき

る｡この増設3次スイッチは2段まで付加することが

でき,この間の関係ほ第2表のようになる｡

またこのフレームの運びうる呼量は一般に3段接続

フレームのリンクブロック率月を

β=‡〆+(1-♂1b"甘"‡r

で与えられるとして計第二を行うと第9図のようにな

る(2ノ｡

たたしα,わ,J,椚,γ,乃はそれぞれ~F記を表わすし

α=1とク･こリンク使用能率

ゐ=2次リンク使用能率

g=1次リンク多重数

弼=2次リンク多

γ=経路数

乃=再試行回数

4.接続動作の概要

4.1発信音接続

内線が送受器をあげるとラインリレーが動作し,空

マーカとラインフレームがラインマーカコネクタで接

続される｡マーカはラインマーカコネクタから発信音

接続の情報を受け,発呼老の収容位置を識別し,一方

空発信レジスタのある空トランクブロックを選択し,

トランクブロックコネクタによりそのトラソクブロッ

クと接続し,空発信レジスタを選択捕捉する｡

次にマーカは発呼老のサービスクラスを識別し,ま

た発呼老と発信レジネタとを接続するチャネル選択を

行う｡

チャネル選択終了後発呼者収容位置,サービスクラ

スおよび1次リソク番号をトラソクブロックコネクタを経て発信レ

ジスタに転送する｡これらの表示は内線相互接続,出中継接続時に

使用するために転送される｡ついでマーカは1次,2次および3次

の各クロスバスイッチの交差点を閉じ,通話路の混線地気試験,連

続性試験および二重接続試験を行った後復旧する｡

かくして発呼老ほ発信レジスタに接続され,発信レジスタほ通話

路の保持および発信音の送出を行う｡

4.2 内線相互接続

発信レジスタが第1数字計数蓄積後内線相互接続であることを識

別すれば,内線番号の3数字または4数字を蓄積した後マーカを起

動する｡その後内線電話機に接凝されるまでの動作はダイヤルされ

た番号が単独番号,代表番号,空番号のいずれであるかにより,ま

たナンバーグループが設置されているか否かにより若干の相違があ

るカ1ここではナンバーグループを有する場合のFii独番号動作につ

いて.混明する〔一

発信レジスタは内線番シJ･蓄漬後,発信レジスタマーカコネクタに
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第6図 基本フ レーム構成図

J次スイッチ

第7図 併合フ レーム構成図

第2表 フレームと入線,旧線の関係

基本フレーム

併合フレーム

併合フレーム+第1次耽読3次スイッチ

併合フレーム+節1次,第2次増設3次スイッチ 200

80

160

360

560

より空マーカと発信レジスタとを接続する｡

マーカは発信レジスタより内線刑互接続の表示を受け,空内線相

互トランクのある空トランクブロックを選択し,トランクブロック

コネクタによりそのトランクブロックと接続後,空内線相互トラン

クを選択捕捉する｡またマーカは発信レジスタより被呼者番号を受

け入れ,4数字式のときは被呼老番号1,000位数!-ナ:により必要とす

るナンバーグループをナンバーグループコネクタを経て捕捉し,1()0

位以下の数字を転送し,被呼老の収容位択符号および内線電話機種

別を識別してその情報を受け入れた後ナンバーグループを解放す

る｡3数字式のときも同様の動作せ行うが,ナンバーグループほ一

つに限られるのでナンバーグループ11休の識別は不要となるし.

ナンバーグループよF)受け入れた位荏符号砿より,被呼老の収容

されているラインフレームをマ一利こ接続し,被呼老の言.1中試験を

行う｡次に被呼老と内線相互トランクの被呼側を接続するチャネル

の選択を発信音接続のときと同様に行い,続いて各階梯のスイッチ

の動作と各種試験が発信音接続の場合と同様に行われるが,この場

合には被呼老線路の地気試験をも行う｡

被呼老と内線相互トランクの接続が終了すればマーカは被呼ライ

ンフレームとの接続を断ち,被呼側通話路の保打はて-カより行

う｡

次にマーカは発信レジスタより脚平署1収容位i■アこ,サービスクラス

および1次リンク番-ぢ･を受け入れる｡発呼老収容位相こよF)先呼署

の収容されているラインフレームに接続し,l勺線柑/(トランクの発

呼側と発呼省間のチャネル選択せ行った後発信レジスタと発吋二者171】

のチャネルを切断L,発伝音接続のときと同様に各階梯のスイ､ソチ

を動作させ, 各種 ｣`■って充呼老と内線相互トランク充呼側と

自 動 交 換 機 の 標
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第9図 フレームに加わる呼立と

リンクブロック率の関係

を接続する｡接続終了でラインフレームおよびトランクブロックと

の接続を断ち,発信レジスタに復IH表示を送り,マーカと発信レジ

スタは復l｢-tする｡スイ､ソチの保持は発呼者のループにより内線相互

トランクで行われる｡

内線相可トランクの接続が完イすれば発呼老にほ呼才一H斉れ 被呼

者には呼き｣_卜伝号が送出さjt,被呼老の応答で通話状態に入る｡通話

は発呼老-ラインフレームーー一再線相互トランク･----ラインフレームー

被呼老の経路で行われ,通話終了し発呼老が送受器をかければ復旧

する｡

4.3 センダを使用しない出中継接続

発信レジスタは1数字計数蓄儲後センダを使用しない出中

である ことを

接続

別すれば,内線相互接続のときと同様に発信レジス

タマーカコネクタを経てマー引′こ接続する｡,発信レジスタはて-カ

にセソダを使用しない山中継接続であるとの表ホを子~巨､,節l数字

番-ぢ▲,発呼者位置符号,サービスクラスおよびl次リンク番りを転

､●

マーカは第1数字番ぺ一によ`)ルートを識別する｢､このルートにほ

局線接続､私設線接続,扱者呼出接続などが含まれるハ1ルートに出

トランクと両方向トランクの2つの出方路があるときは州トランク

が優先して選択され,出トラソク全訪中のときにほじめて両方向卜
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ランクが選択される｡ト廿方路が決定すればその方路に属する空トラ

ソクのある空トランクブロックを選択し,トランクブロックコネク

タによりトラソクブロックと接続後,空トランクむ選択捕捉する｡

一方マーカは発呼者の収容されているラインフレームと接続し,

発呼者とトランク間のチャネル選択を行う(1 レネヤチ レ倍発後択

ジスタと発呼老間のチャネルを切断し,発信音接続のときと同様に

各階梯のスイッチを動作させ,各種試験を行って後発呼老とトラン

クとを接続する｡接続終了でラインフレームおよびトランクブロッ

クとの接続を断ち,発信レジスタに復旧 示を送り,マーカと発信

レジスタは復旧する｡スイッチの保持はトランクから行われる｡

上記接続が終了したのちこの接続が自動式局線への発信であれば

対自動局線出トランクから局の交換装置を起動する｡もし発呼老が

市外発信可能のサービスクラスであれば接続動作中にマーカほ

出トランクにその表示を 送しておき,局線Hlトランクの市外自動

発信阻止機能を停止する｡

またこの接続が私設線への発信で対局が自動式であれば,接続完

了後発呼老は相手局の発信音を聞いた後所要のダイヤルを行って被

呼者に接続する｡

扱者呼出接 であれば接続完了後,扱者呼出トラソクより中継台

に対し着信表示を行うとともに,発呼老に呼出音を送出し｢い継台扱

者の応答により通話を行う｡

なお内線 話機がテナント群に分かれている場合にほ,上記の接

続動作のうち局線発信接続および扱者呼出接続の際にマーカは発呼

者収容位置符号によりその発呼老がどのテナント群に属するかを

別し,テナントに対応したトランクな選択する機能せ有している｡,

4.4 センダを使用する出中継接続

発信レジスタは第1数字によりセンダを使用するH仲継呼である

ことを識別すれほ1まず出センダコネクタを経て出セソダと接続す

る｡このセソダを使用する川中継呼にほ2つの場合があり,一つは

発信レジスタで計数し,方路識別に使用した第1数字を相手.1ii)にFl｣二

送Hする必要のあるときであり,他ほ第1数′ナ:を対｢rJ.】)に再送附せ

ザ第2数字よ牛送≠ト~jtばよいときである-.前者の場合にほf_リセソ

ダ捕媒と同時に発信レジスタに蓄潰されている第1数字なHセンダ

に転送蓄積し,第2数十以後ほ牒尤■レジスタで計数し｢Hセンダに蓄

積される｡後者の場合には第2数′†:以後の裁が発信レジスタで計数

し出センダに諾濯‡さjLる｡.発いレジスタはJlトヒンダむ捕捉Lたのち

に発信レジスタマーカコネクク存経てマーカと接続する｡発信レジ

スタはセンダを依川するi11L卜継接続表示,第1数字番ぢ･,発呼首位躍

符号およびサービスクラスなマーカに転送するし ヤーれは第1数字

番ぢ▲によりルートを.…F■紺Jい一県川烙を決河㍉咋トランクむ選択郁楳し,

また発呼者位閏符り･によr)舟呼者の収容さ二子Lているラインフレーム

に接続し,発呼者とトランク間のチャネ中温択を行った後 発信古

接続の場合と同様にして発呼省とトランクとを接続する｡-一っ7チャ

ンネル選択終了後マーカは山セソブリンクを起動L,=センターーー州

セソダリンクーーートランク間を接続する｡このとき!_リセノダリンクほ

多数のマーカよりワン･ア､ソト･7･タイム･ベースで制御される｡

出セソダリンクによF)Hセンダとトランクとが接続されたなら

ば,マーカはこのF_-Hセソダリンクの混線地気.試験を行う｡Hセンダリ

ソク側の試験が終了し,ラインフレーム側の二_重接続｢試験も終~rす

ればrr-一カはHlセソブリンクむ経た辿続伸.試験を行い,次にイン′パ

ルス送出指示を発仁子レジスタを経‖lLて～-】tセンダにケえた後,発信

レジスタに復l｢】表ホを送りすべての装齢との接続′封印ち復l[卜｢る.-.

発信レジスタでほマーカよりインパルス送出指′｣け;-ソ･えられたと

き,発f.て音接続で充呼吉と発†J■レジスタが接綻されている経路立役

旧させるとともに,通話路を=センダリソク側に址続し/で切替え,

発呼老-ラインフレームーーーートランクーー=セングリンクーー出セノダーーーー
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川セソダコネクター光一._i◆レジスタの経路でイン/くルスの受入れを行

い,山セノダではインパルス送Ⅲ指示に従って,発信レジスタより

すでに受け入れ蓄積してある情報により出セソダー山セソダリソク

ーートラソクー相手局の 路でインパルスを送出する｡出セソダに蓄

横されている数字をすべて送州L終り,また発 レジスタでもダイ

ヤルイソパルスの計数を行っていなければ,出セソダと発信レジス

タは復旧し出センダリソクも復旧する｡引き続いて発呼老がダイヤ

ルを行ったときほトランクでインパルス中継を行い,相手局に送出

する｡

所望の相手局被呼者に接続されれば被呼老の応答で通話状態に入

り,発呼老--ラインフレームートラソクー相手局の経路で通話が行

われる｡

4.5 特殊番号接続

発信レジスタで特殊番号"11Ⅹ"の3数字が蓄積されると,マー

カを起動し,マーカに特殊番号接続表示と第3数字目の"Ⅹ"1数

字および発呼老位置符号,サービスクラス,1次リンク番号を転送

する｡マーカは特殊番号接続表示および第3数字"Ⅹ"により出方

路を決め,､セソダを使用しない出中継接続と同様にして発呼老と特

殊トランクとを接続し,接続終了すれば発信レジスタに復旧表示を

送り,発信レジスタとともに復旧する｡

五6 空ルート接続

第1数字が空ルートであることを 別すると,発 レジスタはマ

ーカを起動してマーカに空ルート表示と発呼者位置符号,サービス

クラス,1次リンク番号を転送する｡以後の接続動作はセソダを使

用LないH中継接続のときと同様にして行われ,発呼老と空荷号ト

ランクとが接続される｡

4.7 私設中継線よりの人中継接続

入トランクが相手局から捕捉されると入レジスタリンクを起動

し,ウた入レジスタを捕捉して入トランクと入レジスタ間を接続する｡

入レジスタほ人レジスタリンクから入トランクの収容されている

トランクブロック番一号およびタンデムーい継機能のあるときにほ,入

トランクの収解されているラインフレームの位置符号をも受け入れ

入レジスタほ相手局より送られてくる第1数乍により内線電話機

への接続であることを識別すれば,内線番号3数寺:または4数丁を

苔漬Lた後,マーカを起動し入レジスタマーカコネクタを経て■マ■一一

カに接続する.人レジスタほて-カに人中継接続の表示,入トラン

クのトランクブロック番一子および被呼老番けを転送する｡マーカほ

トランクプロ､ソクコネクタな動作させてトランクブロックと接続し

たのち入レジスタマーカコネクタ,入レジスタ,人レジスタリンク

経｢トlで入トラソグを捕祝し 一ノブ柳平古市瑚こよi)被呼老の収容位

田符号と内線晶講機稲別とを識別する｡

次にマーカは被呼老の収磨されているラインフレームと接続し,

被呼老の話中試験を行った後被呼老と入トラソク問の接続を行う｡

桜続終了後て-カは入レジスタに復旧 示を送F),マーカ,入レジ

スタ,入レジスタリンクがともに復l口する｡入トランクからは相手

局に対して呼川音が送られ,被呼老には呼Ftlf言一弓▲が送出される｡

被呼者の応答により通話状態に入り,札一千局-一人トランクーライ

ンフレ岬∵ムーー被呼者の祥路で通話が有木蘭る--

4.8 局線よりの着信接続

有ひヰ)式の場合

の場合の接続動作は従 のイJ■ひも式局線中継千川こおける場合

く同様であるので省略する｡

(2)局線中継吾が無組式の場合

J.~詩経より入トランクに弟mがあれば中継台の着信ランプが点火

し,･い継台扱者の応暦碇より中継子†の接続回路が局線トランクを
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経一亡ノ‖)線に接続されるし′小継{扱~れ土どのlノ｣線吊ぶ機へ接続する

かの要求を聴いた後,l付保側‖平山電鍵~な押して所望のⅠノ｣線電.講機

への接続せ行う√､

扱者の電鍵操作によりrl~-継否から接続｢l~･瀞矛経てポリショソレ

ジスタが捕捉されると,中 日放者はポジションレジスタエー)送

J-Llされる発†.~一拍二を【j_rいてlノっ線~香り-ボタンを抑卜⇒~ることにより,

ポジショソレジスタに披呼番けを転送する｣.ポジシ㌧ソレジスタ

は被呼者番号3数字または4数二j二の蓄積が終了後,ポジショソレ

ジスタマーカコネクタを経てマーカに接続する｡ポジショソレジ

スタはマーカに入中継接続表示,被呼者番シJ･および接続川路の収

容されているトランクブロック番甘を転送する=.マーカはトラソ

クブロックコネクタを動作させてトランクブロックと接続した

後,ポジショソレジスタマーカコネクタ,ポジショソレジスタ

山で接続回路を捕捉する｡以下私設小淋線よりの入■い継接縦と同

掛こして,被呼者と接続回路とが接続される｡

被呼者.削~-の場合にもマーカは被呼名に対して1帖む瞳続な行

い,r｢-継台に話しt一束示を行う｡この場合･11継ハ汲一箱紺｣込`iE紗を

操作して割込通話を行うことができる｡

この接続勅佃こおいて被呼者が乙l勺線である場合こほて-カほ

接続を行わず,Lい継台に乙｣力線表′Jミを転送Lた後復Il-ける′また

被呼老番号が空番片である場合にはて-カほ･い継子ナに空番ぺ-お示

を転送した後復旧し,扱者には空番片音が送られる｡

4.9 集中 験装置架より試験トランクを経て内線電話機への接

続

試験トランクとラインテストレジス
畑hV‥･集よタ 衡賞L矧 二葉基づ

れており,ラインテストレジスタの被呼者番月･電鍵と起動将鍵とを

倒すことによりマーカが起動される｡ラインテストレジスタは発石て

レジスタと同一群に収容され,マーカとは発信レジスタマ←カコネ

クタを経【~bして接続される｡ラインテストレジスタはマーカにライ

ソテストレジスタの表示を送り,発信レジスタからの接続とl明りす

る｡またライソテストレジスタは人中継接続菜′jこ,試験トランクの

トランクブロック番号および被呼名番号をマーカに転送するこj
マー

カほこれらの衣ホ碇従って披呼者と試駿けランクを接続するが,

その際.試験川として決められている特定のチャネルを便｢口する.-.ま

たマーカは接続に当ってラインフレーム1次リンクのC線を直接試

験トランクに一Jlき込んでおき,被呼者.削-のときの復l口監視および

BCO試験に便月jする｡この接続でほ披呼者.話中でも接続動作は進

行し,集小一試験装潰架に話中表ホを転送してランプ表示1を子~fう〉.被

呼者話中でなければ試験回路が直通(･こ接続され,話し卜のときはコソ

デソサをノl､しで刷込接続が行わj-tるご.被呼者の呼=は試蘭儀昭から

電鍵操作により行われ,名種試験が可能でお〕る､=}

4.10 私設中継線のタンデム中継接続

タンデムF~tl継接続に際して,マーカは入トランクのタンデム接続

柑端子すなわちラインフレームの入線側崩了せ刊トランクに接続す

る｡

入トランクが相手局より捕捉されてから入レジスタリンクを

入レジスタi･こ接続されるまでの動作は,人中継接続と同様である｡

入レジスタは入レジスタリンクから入トランクのトランクブロック

番号とラインフレーム上の収容位置符号とを受け入れる｡入レジス

タで第1数了によりセソダを使用しない田中 接続,センダを使用

する出Fl~~-継接続,特殊番弓一接続あるいは空ルート接続であることが

識別されると,センダを使用する出中継接続の場合にはセンダを起

動し捕捉後に,その他の場合には直ちiこマーカを起動する｡

マーカは入レジスタより,出中継接続,特殊番号接続,あるいは

空ルート接続表示を受け入れるとタンデム中継接続であることな識

別し,il-1方終決定に必要な第1数字符号および入トランクの位躍符

､ヽ

/ヽ
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リを･受け入れる_′マーカはf-【リノ路む決定LてJl=､ランクな選j川~l腑〔

し,位腔狩り宣叔㍉て入トランクの収解されているラインフレーム

に接続する〔一丁ーカは人トランクと=トランク問のチーケネル選択予

行って獅倍梯のスイッチな動作させ,F｢巨l~-継接続とロ‖動こして入ト

ランクとF-l-けランクが接続されるり接続終了後入レジスタに復ln表

示を転送してて-カほ復1l~けるし.

セソダ封財1~Jするrlいい継接続では,接続終~rjii†においては入トラ

ソグ
ー一入レジスタリンク一入レジスタ経由でインパルスを受け入れ

ているが,マーカ⊥りインパルス送｢旧旨ホな入レジスタ経1‥侶セソ

ダに転送したとき, 該 グリンク側に連続して卿ヰえ,

入トランクーラインフレームーーーJt-1トランクーー一円セノダリソクーr【1セ

ソダー一日セノダコネクター入レジスタの経路で受け入れる〔)入レジ

スタで計数されたインパルスほ肘セノダに蓄宿され,汁トヒソダでは

インパ′しスj封_1i指′斥にLたがって【-IlセソダートIlセソダリソク･･川ト

ランク 川手りの拝路でこれを送山する.-,=セソ須に蓄漬されてい

る数′ン:をj壬‖～し終り,かつ入レジスタでもダイヤルインパルスの計

数な行っていなけjtばillセンダと入レジスタは子夏‖ル,川セングリ

ンクも復l【~iするこ引き続き卿乎Jlよりダイヤルインパルスがきたと

きは,入トランクおよび出トランクでイ スレノン
､ヘノ

行を

相F局被呼者に接続された後ほ被呼者の応答で通話状態に入り,

発‖乎局-一人トランクーーラインフレームー!-†いランクー一木【~H三ノ.1うの経路

r･･㌔正浩小行わ直る｡

5.付 機 能

屯詰交換機のち′トの1:_】的は迅速かつ確実に良好な通話を提供する

ことこあるが,最近の交換機抑こPBX用においてはこの本質的粂

什のほかに射重の什有川勺な機能が要求されており,これらは次のよ

うに分類できる､)

(1〕通常の通話機億のほかに廿借的機能を設け,あるいは交換

性の取劇操作を一行易にすることにエり,班川者の能*雇向

上するためのもの∴.

(′2)`上り広准囲の使r‖条什に適什=′うるようにその適用縄冊な

拡人するためのもの._.

〔:i.)交換機の便川状況,障パ状況宣灘視,記録し合町l勺運営を

するたム′)のもの)

このような二.一夫;要一音の懲戒~′ニ誹iたすための隊能は欧米属国におし､て

も祐種のものが考案されており､また上席同でも従来より各俺のも

のが実用に供さ.巨ている(3ト(6)こ､

木交換機においてほ上記のような機能をもつものとして以下`に示

す什甘装躍を付加け竜ことカ山一臆であり,この小にほわがl~甘で現在

ほとんど標準的に使ノー1うさこれているもののすべてを含んでいる｡な

お,二れら杵取捌串〕詳抑こついてほ別の機会にり〕ずることとし,

本稿においてはその概要を招′｢ヨ~るにとどめる｡

5.1特殊共電装置

ボタン付電.試供を脚咤はノ‖満仲継ハに直接接続される共電式′電話

機として取用でき,ボタンを押しながら発信することによりi'l動式

通話機としても班月卜亡きるようにする装繹であって,イ了ひもl一日催告

川と無ひも･l~-継台用とがあるし1

5.2 コールバック装置

ボタン什電話瀾路用1いることにより,そ打電許機に対する発r.てあ

るいは着に通話に際してボタンを押すことにより現在の通謡を保偏

したまま他の回線へ発†.~-;通話ができ,問合せなどせ有う矧rト亡あっ

て,もとの通話へ戻るためにはボタンを~lij二び押せばよい｡

5.3 夜間中継装置

夜i了mこ局線中継わの取扱者れ;廷鮪した後にも局線羞㍍呼せ暦日･に

仙へ転送するための裳罠である｡
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5.4 秘書電話装置(7)

幹部の電話機への発着信通話を秘告が取次ぐための装F花〔

5.5 8共同連接線装置(8)

一本の線路を最大8の内線電話機で共同便用するものであって,

主として線路 用の高価な遠距離の電話機に対Lて川いられる｢,

5.る
一斉指令通話装置

多くの内線電話機へ同時に指令通話を行うためのものであって,

各種の方式のものが考えられている｡

5.7 トーキー装置

特定番号(通常"11Ⅹ"を使用する)をダイヤルすることにより,

あらかじめ録音された1月容を再隼して聞くことのできる装蹄｡

5.8 オートダイヤル装置

使用ひん度の多い過言.モ相手の番りをあらかじめセットしておき,

ボタンを押すのみで=動的にダイヤルできる装閏であって,相手話

中の場合に一定間隔で反覆呼出Lを行うことも可能である∩

5.9 不在転送装置

ボタン操作によりそれ以後の着信呼をあらかじめ定めた特定の電

話機へ自動的に転送する装置｡

5.10 幹部呼出装置

l封活をはずしている幹部などを芹声あるいは可祝,可聴信引こよ

り呼Hす装『壬であって,各種の方式が考えられる｡

5.11長距離私設線補助装置(9)

規定以上の線路抵抗を有する同線にそう入し,ダイヤルイン/くル

㌍｣ニ蟻子頒
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スのひずみを補■iEする装置｡

5.12 トラフィック測定装置

交換機を構成する各種の装置を適正な能率で使用することによ

f),良好なサービスを提供し,かつ過大の設満となることを避ける

ために各構成装置の負荷を測定する装置｡

5.13 ハウラー自動送出装置

共通装繹であるレジスタが受話盤はずしなどにより,長時間保留

されるのを防1卜するため,このような状態において内線電話機に自

動｢伽こハウラー音を送る装置｡

5.14 障害転送装置および障害受信装置

本交換機を他の従局として使用する場令,あるいは本交換機に従

局をf､Jす場合に無人化された従局に発生した障害を親局に転送する

ための装閏である｡

d.構成装置の概要

AX3クロスバ交換機の主要構成装置は弟3表に示すように

化されており,顧客の要求に応じてこれらを適当に組合せて使用す

る∵.これら主要装障各架の概略実装を第10図に示す｡

7.電気的性能

本交換機の使用電源,繰蘭条件,絶縁紙抗,絶縁耐力および伝送

諸星ほ弟4～7表に示すとおりである｡
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第 3 表 主 要 構 成 装 置
一

㍑ 表

搭 載 予

名 略 け
項番

23

24

品 名

AX3ライン架A･OB

AX3ライン架B-OA

1【Lクロスバスイッチ

AX3コネクタ架A-OA

AX3コネクタA OA

AX3コネクタ付加川l‡.-1

A-OA

AX3-マーカ架A-OA

AX3トランク配線触架

A-OA

AX3トランク配船般架付

加用■ローA-OA

AX31､ランク配椋焼栗付

加川】■～J.-B-OA

AX3トランク配視盤架付

加用■1J】C-OA

AX3ナンバーグループ柴

A-OA

AX3ナンバーグループ展

開付加ユニットA-OA

AX3ナンバ∴一グループ代

表番号付加ユニットA-OA

AX3ナン′し-グループ付

加川品A-OA

AX3発信レジスタ架

A-OA

AX3発信レジスタ架
B･OA

AX3発信レジスタ架†､1~加

別-‡左A--OA

AX3入レジスタ架A-OA

AX3発信レジスタA-OA

AX3発信レジスタ付加用

l‡r-A-OA

AX3頼セソダA-OA

AX3入レジスタA-OB

AX3入レジスタ付加用品

A-OA

略 号

AX3rNGFA-OA

AX3--NGEr)AUA

-OA

AX3rNGTHAUA

-OA

AX3-NGAPA-OA

AX3-ORFA-OA

AX3-ORFB-OA

AX3.ORArOA

AX3rORAPA-OA

AX3pIRAPA-OA

CF8

85
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途

ライン状本葉であって内線回路100トランク80まで可能

増設3次スイッチを塔戦する架であって,ライン基本架に付加

して用いるラインノ占木架2殊"こ対してトランタ100またはライ

ン基本課1架に対Lてトランク200を増加させうる｡さらに1-
Lクロスバスイッチ4肌を指定搭載することによりライン基本

架4架に対してトランク100またはライソ基本架2架に対して

トランク200まで増加させうる｡

AX3【LFB OAに増設3次スイッチとして搭滅する｡

AX3-CA-OA搭載用の架

フレームとマーカ問のコネタグ(l-MCおよぴLFC)であ一-,て

1フレームごとに1偶設け,マーカ2仰との閃を接続するがA

X3-CAPA-OAを搭載することによりて-カ4個と接続

能となる｡

AX3-CA OAに指定搭載する節3,第4マ｢カ用コネクタ
リ レー

一般用(テナント5群まで可能〕

一般用

トランク配線般およぴトランクブロック閲係のリレー∵ブル【プ

を搭載

AX3-TDFA OAに指定措威するトラソクブロックコネク

タの第3,節4て〉カ川コネクタリレー

第1次増設3次スイッチに収得されるトランクのためのトラン

クグル■プリレrであってAX3-TI)FA OAに指定搭搬さ

lれる｡

節2次増設3次スイッチに収容されるトランクのためのトラン

クグループリレーであってAX3-TDFA-OAに指定搭載さ
れる｡

実装600回緑Ji｣のナン/:-グループ｡AX3--NGEDAUA O

Aを搭載することにより1,000回娘まで展開‖川E｡

AX3 NGTHAUA-OAを搭搬することにより 5回線eO

群の代表番号隆能む付ケ叶組

AX3 NGFA OAに指定搭職する400回畝分の展開付加ユ

ニット〇
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8.本交換機の適用例

本交換機の適用例として第1号機である株式会社三井銀行本店納

のものについてその中継方式を弟1】図に,枚械配置を第12図に

示す｡

9.結 言

AX3形クロスバ交換機は株式会社三井銀行本店をほじめ数箇所

86

において順調に使用中であって,今後に人きな期待を持ちうるもの

であり,本交換機の標準化により,さきに子~けフれたAX2形クロス

/ミ交換機の標準化とともに,一般民需用クロスバ交換機の｢司打需要

の大部分の要求を満足しうる機種を需要家に提供しうることとなっ

た二_.

しかしながらたおAX3,AX2両機構の境界領域における両者

の適用範閃,経済性などに問題が残されてヰ汗,またさらに梅外市

場へ粧掛伽こ進出するためにはいっそうのコストダウンと小形化,
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第4表 使 用

`電 源 旺 別l槌 別l周 波 数

l(l二流主堪∴源

商 用 ′一に源

DC

AC
46c′′s-＼51c′ノs

56c′/s＼61c′/s

第5衣 紋 路

`lに 1エ

ー48V±5V

lOOV士10V

200V±20V

42()Ⅴ±20V

発 作

､
■

般 川

い号莞一哉機川

大 線 路 抵 抗 最 低 絶縁抵抗

内 線 線 路

中 継 線 線 路

1,200n

1,200Jl

20Kn

20Kn

および各種の付帯機能を自由に付与しうることが達成されなければ

ならない｡今後とも以上の目的にそってなお検討を進めていく所存

である｡

終りにのぞんでl弓=二1頃交換機に関する椰々の新い､利川法,fi｣一帯

機能などにつきヒントおよぴご助7i~をいただいている顧客のかたが

た,ならびに本交換機の標準化に際してご指導,ご協力をいただい

た日立製作所の関係各位に対して厚く感謝の意滋 しますし
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